
角
柱
塔
の
成
立
と
展
開

播

磨

定

男

は
じ
め
に

 
わ
が
国
石
造
塔
婆
史
に
お
け
る
鎌
倉
時
代
は
、
質
量
共
に
黄

金
・
時
代
た
る
の
観
を
呈
し
て
い
る
。
そ
れ
は
平
安
末
期
に
成
立

し
た
多
種
多
様
の
石
塔
が
こ
の
時
代
に
至
っ
て
全
国
に
造
立
分

布
す
る
と
共
に
、
形
態
的
に
も
一
段
と
整
形
化
さ
れ
て
く
る
か

ら
で
あ
る
。

 
所
で
、
・
こ
の
時
期
に
出
現
し
た
石
造
塔
婆
は
層
塔
・
宝
塔
・

五
輪
塔
な
ど
前
代
末
期
の
も
の
に
、
新
し
く
出
現
し
た
宝
簿
印

塔
・
板
碑
・
角
柱
塔
な
ど
を
加
え
る
と
一
四
、
五
種
類
に
も
上
っ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
宝
簾
亭
々
や
板
碑
は
五
輪
塔
と
共
に
石
造

塔
婆
の
主
流
を
成
し
、
従
っ
て
こ
れ
ら
に
対
す
る
研
究
も
盛
ん

で
あ
る
が
、
角
柱
塔
に
つ
い
て
は
石
田
茂
作
博
士
の
研
究
以
来

未
だ
本
格
的
に
こ
れ
を
取
り
上
げ
た
論
稿
に
接
し
て
い
な
い
。

 
学
界
が
こ
れ
ま
で
角
柱
塔
の
問
題
を
等
閑
視
し
て
き
た
理
由

の
第
一
は
、
何
よ
り
も
こ
の
塔
形
に
属
す
る
遺
品
の
発
見
例
が

極
め
て
砂
な
い
こ
と
に
あ
ろ
う
。
因
に
、
最
近
雄
山
閣
よ
り
発

刊
さ
れ
た
『
新
版
仏
教
考
古
学
講
座
』
 
（
第
三
巻
、
塔
・
塔
婆

編
）
の
「
各
種
石
造
塔
の
例
表
」
中
の
角
柱
塔
欄
に
表
示
さ
れ

た
遺
品
は
、
鎌
倉
～
室
町
時
代
に
か
け
て
一
四
例
で
あ
り
、
こ

の
う
ち
紀
年
銘
を
有
す
る
の
は
岡
山
県
赤
磐
郡
山
陽
町
千
光
寺

所
在
の
暦
応
三
年
（
＝
二
四
〇
）
銘
を
最
古
例
と
し
て
、
僅
か

九
例
に
す
ぎ
な
い
ω
。
右
書
は
こ
れ
ま
で
の
論
著
と
は
違
っ
て

角
柱
塔
を
五
輪
塔
や
笠
塔
婆
な
ど
と
同
様
独
自
の
塔
婆
形
態
と

し
て
取
り
扱
っ
た
点
を
評
価
で
き
る
も
の
の
、
こ
こ
に
列
挙
さ

れ
た
遺
品
は
石
田
博
士
が
か
っ
て
『
日
本
仏
塔
の
研
究
」
 
（
昭

和
四
四
年
刊
）
に
お
い
て
示
さ
れ
た
も
の
に
僅
か
四
例
を
追
加

し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
七
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次
に
理
由
の
第
二
は
、
角
柱
塔
が
板
碑
と
形
態
的
に
近
似
し

て
い
る
た
あ
こ
れ
の
類
似
品
或
い
は
地
方
的
特
色
を
も
っ
た
自

然
石
塔
婆
の
一
種
類
と
思
考
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
今
日

に
お
い
て
も
未
だ
板
碑
自
身
の
概
念
規
定
が
不
明
確
で
あ
り
ω
、

こ
の
こ
と
が
角
柱
塔
の
学
問
的
精
査
及
び
考
究
を
不
徹
底
に
し

研
究
の
遅
滞
を
招
い
て
い
る
も
の
と
推
測
す
る
。

 
し
か
し
こ
う
し
た
わ
れ
わ
れ
の
研
究
と
は
別
に
、
こ
の
独
自

の
塔
形
を
有
し
た
石
造
塔
婆
が
鎌
倉
時
代
に
は
既
に
成
立
展
開

し
て
い
る
こ
と
を
実
証
す
る
遺
品
が
、
奈
良
・
京
都
か
ら
遠
く

離
れ
た
山
口
・
大
分
の
両
地
方
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
筆
者

は
既
に
前
記
岡
山
県
千
光
寺
の
も
の
よ
り
四
二
年
も
古
い
永
仁

六
年
（
一
二
九
八
）
銘
の
遺
品
が
、
山
口
県
萩
市
大
井
浦
に
存

す
る
こ
と
を
学
界
に
報
告
し
㈲
、
前
述
の
石
田
博
士
の
業
績
を

補
足
し
た
が
、
そ
の
後
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
更
に
二
二
例
も

の
同
類
遺
例
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
稿
は
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
角
柱
塔
の
形
態
的
特
徴
及
び
造
立

内
容
に
つ
い
て
考
究
し
、
同
塔
婆
が
他
塔
婆
形
式
の
も
の
と
同

様
に
＝
二
世
紀
に
は
独
自
の
塔
形
を
も
っ
て
成
立
し
、
そ
の
後

も
間
断
な
く
造
立
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ょ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
八

 
注

ω
 
こ
の
遺
品
は
総
高
二
〇
五
三
（
但
し
途
中
で
折
れ
て
い
る
）
、

 
横
幅
二
七
・
五
糎
、
厚
さ
二
六
糎
の
角
柱
状
塔
身
に
釈
迦
三
尊
種

 
子
と
銘
文
を
刻
し
、
頭
頂
部
は
方
錐
形
に
削
っ
て
あ
る
が
、
横
二

 
条
の
切
り
込
み
は
正
面
と
左
右
側
面
ま
で
で
背
面
は
加
工
の
形
跡

 
が
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
を
角
柱
塔
と
す
る
の
は
間
違
い
で
あ
り
、

 
先
学
の
研
究
か
ら
こ
の
遺
例
を
除
外
す
る
と
角
柱
塔
の
有
銘
最
古

 
遺
品
は
時
代
が
更
に
降
る
こ
と
に
な
る
。

㈲
 
拙
稿
「
板
石
塔
婆
の
成
立
と
展
開
」
 
（
『
徳
山
大
学
論
叢
』
第

七
号
）
。

㈲
 
拙
稿
「
永
仁
六
年
国
大
井
浦
の
角
柱
塔
」
 
（
『
史
迩
と
美
術
』

 
五
〇
七
号
）
。

二
、
角
柱
塔
の
形
態
的
特
徴

 
石
田
博
士
は
近
世
墓
石
の
源
流
を
た
ず
ね
ら
れ
、
そ
の
先
行

遺
品
が
鎌
倉
時
代
の
角
塔
婆
・
方
柱
石
に
あ
る
こ
と
を
例
示
さ

れ
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
汎
称
と
し
て
角
柱
塔
の
名
称
を
使
用

さ
れ
た
④
。
そ
し
て
こ
の
塔
婆
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
 
「
角
柱

を
以
て
塔
と
し
た
も
の
で
、
頭
部
の
形
式
に
よ
っ
て
方
錐
角
柱
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塔
、
横
線
方
錐
角
柱
塔
、
方
錐
下
張
角
柱
塔
、
鎖
国
角
柱
塔
、

平
頂
角
七
宝
、
二
段
平
頂
角
柱
塔
、
宝
珠
角
柱
塔
、
蓮
蒼
角
柱

塔
、
擬
宝
珠
角
柱
塔
等
に
細
別
さ
れ
る
」
と
、
そ
の
頭
頂
及
び

塔
身
の
特
色
に
よ
っ
て
九
種
類
に
分
類
さ
れ
、
更
に
こ
れ
が
単

な
る
石
碑
や
墓
標
の
類
で
な
い
こ
と
は
三
身
四
面
に
梵
字
で
四

仏
種
子
や
五
輪
種
子
を
刻
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
瞭
で
あ
り
、

前
記
南
北
朝
時
代
造
立
の
千
光
寺
の
遺
例
を
も
っ
て
「
内
容
外

観
共
に
ふ
さ
わ
し
い
仏
塔
の
新
種
が
誕
生
し
た
」
と
述
べ
て
お

．
ら
れ
る
㈲
。

 
ま
た
博
士
は
、
こ
の
塔
婆
が
金
剛
界
の
霞
石
と
し
て
造
立
さ

れ
た
例
に
徳
島
県
小
松
島
市
鶴
林
寺
の
遺
品
が
あ
る
と
し
、
 
「

そ
の
誕
生
が
何
時
で
あ
っ
た
か
は
更
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る

」
と
断
り
な
が
ら
も
発
生
に
つ
い
て
は
板
碑
と
同
様
碑
伝
説
を

主
張
さ
れ
た
㈹
、
。

 
角
柱
塔
の
造
立
目
的
及
び
意
義
に
つ
い
て
は
次
節
で
検
討
す

る
こ
と
に
し
て
、
先
ず
上
述
の
石
田
博
士
が
指
導
さ
れ
た
形
態

・
内
容
表
現
に
つ
い
て
私
見
を
補
足
し
な
が
ら
ま
と
め
る
と
次

の
様
に
な
る
ω
。
e
塔
身
は
角
柱
状
に
し
頭
頂
部
を
方
錐
形
に

し
つ
ら
え
る
こ
と
。
口
方
錐
形
の
頂
点
は
塔
身
の
中
心
に
位
置

す
る
こ
と
'
。
日
頭
部
に
は
横
二
条
の
切
り
込
み
を
四
面
に
亘
っ

て
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
下
に
額
を
設
け
た
り
も
す
る
こ
と
。
四
一

石
彫
成
た
る
こ
と
。
㈲
浮
身
四
面
に
金
剛
・
胎
蔵
両
界
の
四
仏

種
子
又
は
五
輪
種
子
な
ど
の
梵
字
に
よ
る
生
心
表
示
が
あ
り
、

そ
の
下
方
に
造
立
趣
旨
、
紀
年
銘
等
を
刻
す
こ
と
。
こ
れ
ら
の

う
ち
頭
頂
部
方
錐
形
と
四
面
の
横
二
条
の
彫
刻
は
、
角
柱
塔
が

他
塔
婆
と
も
っ
と
も
異
な
る
形
態
的
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
石
造

塔
婆
の
独
自
性
を
主
張
す
る
根
拠
で
も
あ
る
。

 
然
し
て
こ
れ
ら
の
特
色
を
具
備
し
た
角
柱
塔
に
、
最
も
近
似

し
た
遺
品
を
既
往
の
塔
婆
形
式
に
求
め
る
と
し
た
ら
そ
れ
は
板

碑
と
碑
伝
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
様
に
板
碑
は
丁
度
角
柱
塔
を
平

面
化
し
た
形
態
を
し
て
お
り
、
殊
に
青
石
塔
婆
形
式
以
外
の
地

方
色
を
も
っ
た
自
然
石
板
碑
に
は
方
柱
状
に
近
い
塔
身
か
ら
な

る
も
の
も
あ
り
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
両
者
は
見
違
え
る
程
よ

く
似
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
外
見
だ
け
の
こ
と
で
板
碑
の
頭

部
形
態
を
精
査
す
る
と
角
柱
塔
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
。

 
い
ま
初
発
期
板
碑
の
中
か
ら
浮
身
が
比
較
的
方
柱
状
に
近
い

延
応
二
年
（
＝
一
四
〇
）
銘
の
埼
玉
県
行
田
市
宝
蔵
寺
の
阿
閾

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
九
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種
子
板
碑
を
例
示
す
る
と
、
こ
れ
は
地
上
高
一
四
七
糎
、
横
幅

は
最
下
で
四
三
糎
上
部
で
三
一
糎
に
対
し
厚
さ
は
最
大
が
一
五

～
一
六
糎
あ
り
、
青
石
塔
婆
形
式
の
も
の
と
し
て
は
部
厚
い
方

で
あ
る
。
尖
頭
部
は
塔
身
の
正
面
及
び
側
面
か
ら
見
た
中
央
よ

り
ゃ
や
後
方
に
位
置
し
、
こ
こ
を
頂
点
と
し
て
左
右
前
後
に
凸

形
曲
面
を
形
成
さ
せ
な
が
ら
切
り
お
ろ
す
が
、
背
後
へ
の
切
り

お
ろ
し
は
正
面
よ
り
僅
か
で
か
つ
荒
削
り
で
あ
る
。
ま
た
横
二

条
線
の
切
り
込
み
は
正
面
か
ら
は
側
面
に
も
あ
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
実
際
は
そ
の
半
分
ま
で
し
か
及
ん
で
い
な
い
㈲
。
つ
ま

り
板
碑
に
は
頭
頂
部
を
前
方
及
び
左
右
側
面
だ
け
で
な
く
後
方

に
も
平
面
的
に
削
っ
て
尖
頭
形
に
し
た
も
の
も
存
す
る
が
、
し

か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
正
面
の
整
形
化
に
伴
う
副
次
的
措
置

で
あ
る
こ
と
は
、
右
の
例
か
ら
も
知
れ
る
様
に
尖
頭
頂
点
が
前

後
に
一
定
せ
ず
、
し
か
も
横
二
条
線
の
切
り
込
み
も
せ
い
ぜ
い

側
面
ま
で
で
、
裏
面
は
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
明
ら
か
で
あ
る
。

 
板
碑
が
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
発
掘
例
か
ら
単
身
正
面
に
仏
像

や
梵
字
種
子
を
刻
し
た
一
観
面
性
塔
婆
で
あ
る
こ
と
を
顧
み
れ

ば
、
右
の
裏
面
を
考
慮
し
な
い
造
作
は
こ
の
塔
婆
の
造
立
意
義

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
〇

か
ら
帰
結
す
る
当
然
の
結
果
で
あ
る
と
云
う
べ
き
で
あ
る
⑧
。

こ
れ
に
対
し
角
柱
塔
は
、
正
面
を
主
要
軸
重
と
は
し
て
い
る
も

の
の
二
条
線
を
四
周
に
あ
ぐ
ら
し
、
更
に
左
右
側
面
及
び
裏
面

に
も
梵
字
種
子
や
銘
文
を
刻
す
な
ど
、
立
体
的
な
愈
愈
面
性
を

も
っ
た
石
造
塔
婆
で
あ
り
、
板
碑
と
は
形
態
の
上
か
ら
も
本
質

的
な
相
違
が
認
あ
ら
れ
る
。

 
一
方
書
伝
は
、
元
来
は
木
製
で
あ
り
胎
蔵
・
金
剛
の
両
界
に

よ
っ
て
各
形
式
は
異
な
る
が
、
石
造
の
金
剛
界
碑
伝
は
頭
部
を

図
形
に
造
り
そ
の
下
に
二
条
の
刻
線
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
ま

た
塔
身
上
部
に
は
額
部
を
設
け
、
下
方
の
地
胴
部
と
の
間
は
削

り
取
っ
て
こ
こ
に
は
所
願
の
仏
像
や
梵
字
を
顕
現
す
る
か
ら
法

界
塔
婆
と
も
云
わ
れ
る
。
従
っ
て
角
柱
塔
と
板
碑
そ
れ
に
碑
面

の
三
者
は
形
態
・
内
容
の
両
面
か
ら
も
同
一
の
源
流
か
ら
発
生

し
た
塔
婆
形
式
で
あ
る
と
推
理
さ
れ
る
が
、
現
存
の
遺
品
で
確

認
す
る
限
り
で
は
、
碑
伝
は
角
柱
塔
よ
り
も
板
碑
に
近
似
性
を

も
っ
て
い
る
ω
。

 
大
分
県
東
国
東
郡
安
岐
町
久
米
護
聖
寺
所
在
の
正
応
四
季

（一

�
繹
黶
j
銘
の
も
の
⑳
は
、
先
学
に
よ
っ
て
金
剛
界
碑
伝
の

典
型
と
さ
れ
て
い
る
遺
品
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
頭
頂
を
高
さ
一
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六
野
の
山
形
に
尖
ら
せ
そ
の
下
に
二
条
線
を
両
側
面
ま
で
刻
り

込
み
、
更
に
正
面
縦
一
七
糎
、
横
四
八
糎
、
奥
行
三
二
糎
の
額
を

設
け
て
こ
れ
ま
で
を
一
石
と
し
て
い
る
。
身
部
は
高
さ
一
四
二

糎
、
上
幅
四
八
糎
、
下
直
六
〇
糎
、
厚
さ
は
上
部
が
二
五
糎
、

下
部
が
三
二
糎
で
あ
る
か
ら
正
面
の
額
部
は
七
糎
も
突
出
し
て

い
る
鱈
。
し
か
し
こ
の
額
の
突
出
は
正
面
の
み
で
両
側
面
及
び

裏
面
に
は
線
刻
の
形
跡
も
な
く
、
横
二
条
線
の
切
り
込
み
も
裏

面
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
。
ま
た
山
形
の
頭
頂
部
に
し
て
も

後
方
に
向
っ
て
稜
線
が
直
線
に
な
る
よ
う
に
削
っ
て
は
あ
る
も

の
の
裏
面
は
全
く
考
慮
さ
れ
ず
、
従
っ
て
山
形
の
頂
点
は
身
部

 
 
図
心
 
正
応
四
季
書
聖
寺
の
雪
駄
（
頭
頂
部
）

の
後
方
に
位
置
し
て
い
る
（
図
闘
）
。
つ
ま
り
こ
の
碑
伝
の
形

式
は
正
面
の
額
部
を
突
出
し
て
立
体
性
を
も
た
せ
て
は
い
る
も

の
の
、
前
述
の
板
碑
と
同
様
左
右
の
両
側
面
及
び
裏
面
を
観
面

と
し
な
い
造
り
方
で
あ
っ
て
、
角
柱
塔
の
頂
部
方
錐
形
・
四
面
額

部
の
受
理
と
は
形
態
上
異
質
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

 
角
柱
塔
の
頂
部
は
磨
滅
や
破
損
の
た
め
中
に
は
緩
や
か
な
丸

味
を
滞
び
た
も
の
も
あ
る
が
、
頭
上
の
頂
点
は
羽
差
の
中
心
に

位
置
す
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、
完
存
遺
品
に
は
方
錐
の

稜
線
を
曲
げ
て
先
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
さ
え
存
す
る
鱒
。
こ
れ

ら
を
見
て
も
角
柱
塔
は
板
碑
や
碑
伝
と
同
様
に
頭
部
と
塔
身
か

ら
な
る
一
石
彫
成
の
石
造
塔
婆
と
し
て
は
最
も
簡
略
な
形
態
で

あ
る
が
、
多
観
面
性
を
も
っ
た
立
体
形
で
あ
る
点
で
は
板
碑
や

碑
伝
と
も
異
質
な
、
そ
れ
は
寧
ろ
五
輪
塔
や
笠
塔
婆
な
ど
と
同

じ
系
統
下
に
属
す
る
塔
婆
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
従
っ
て

前
に
紹
介
し
た
石
田
博
士
の
角
柱
塔
の
源
流
に
碑
伝
を
も
っ
て

く
る
考
え
方
は
再
吟
味
の
必
要
が
あ
る
。

 
 
注

 
ω
 
石
田
茂
作
著
「
日
本
仏
塔
の
研
究
」
一
四
九
頁
。
尚
、
博
士
は

 
 
佐
伯
啓
造
編
「
塔
婆
之
研
究
」
 
（
昭
和
一
八
年
刊
）
所
収
の
論
稿

 
 
「
我
国
に
於
け
る
塔
形
の
種
類
と
其
の
系
統
」
に
お
い
て
は
「
角

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝
＝
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塔
婆
」
の
名
称
を
用
い
て
い
る
が
、
昭
和
四
四
年
刊
の
前
記
著
書

 
で
は
名
称
を
「
角
柱
塔
」
に
改
め
て
い
る
。

㈲
 
同
 
右
 
三
六
頁
。
一
五
〇
頁
。

㈲
 
同
 
右
 
三
九
頁
。
尚
、
角
柱
塔
の
発
生
及
び
源
流
に
つ
い
て

 
は
本
稿
と
は
別
に
起
稿
の
予
定
で
あ
る
。

ω
 
石
田
博
士
が
分
類
さ
れ
た
九
種
類
の
う
ち
方
錐
下
張
角
柱
塔
以

 
下
の
七
種
類
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
遺
品
で
あ
り
、
こ
れ

 
ら
は
角
柱
塔
形
の
墓
標
で
あ
る
か
ら
石
造
塔
婆
と
し
て
の
考
察
か

 
ら
は
除
外
す
る
。
 
（
後
藤
守
一
『
墳
墓
の
変
遷
』
一
九
四
頁
）
。

㈹
 
京
田
良
志
「
展
開
初
期
青
石
塔
婆
の
頭
部
形
態
に
つ
い
て
」

 
（
『
史
迩
と
美
術
』
四
〇
一
号
）
に
よ
る
。

㈲
 
大
分
県
東
国
東
郡
国
東
町
赤
松
に
は
正
仲
三
年
（
＝
二
二
六
）

 
銘
の
両
面
板
碑
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
例
外
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。

⑩
 
識
者
に
よ
っ
て
同
一
の
対
象
を
板
碑
と
云
い
碑
伝
と
云
う
て
い

 
る
如
く
、
形
態
か
ら
だ
け
で
は
区
別
し
難
い
程
両
者
は
よ
く
似
て

 
い
る
。

ω
 
項
部
に
は
阿
弥
陀
三
尊
種
子
と
紀
年
銘
が
刻
し
て
い
る
が
、
紀

 
年
銘
は
磨
滅
し
現
在
で
は
判
読
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
但
し
、

 
か
っ
て
天
沼
俊
一
博
士
が
「
正
応
四
季
」
と
読
ん
で
以
来
定
説
と

 
な
っ
て
い
る
。

働
 
筆
者
の
調
査
に
よ
る
。

㈱
 
例
え
ば
後
述
の
大
分
県
宇
佐
郡
安
心
院
町
佐
田
佐
田
神
社
の
元

 
弘
三
年
（
＝
二
三
三
）
銘
な
ど
、
完
存
遺
品
に
は
尖
頭
化
し
た
も

 
の
が
多
く
存
す
る
。

三
二

 
 
 
三
、
角
柱
塔
の
遺
例
と
形
式
分
類

 
以
上
の
様
に
角
柱
塔
の
形
態
的
特
徴
を
規
定
し
た
上
で
、
こ

れ
に
該
当
す
る
初
発
期
か
ら
一
六
世
紀
頃
ま
で
の
石
造
遺
品
を

年
代
順
に
掲
げ
る
と
次
の
様
に
な
る
⑯
。

 
①
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
 
山
口
県
萩
市
大
井
浦
墓
地

 
②
元
亨
元
年
（
＝
三
＝
）
 
熊
本
県
山
鹿
市
之
保
田
専
立

 
 
寺

 
③
元
弘
三
年
（
＝
二
三
三
）
 
大
分
県
宇
佐
郡
安
心
院
町
佐

 
 
田
佐
田
神
社

 
④
鎌
倉
時
代
 
 
 
 
 
 
奈
良
市
法
蓮
東
垣
内
不
退
寺

 
 
道

 
⑤
同
 
 
 
 
奈
良
県
宇
陀
郡
室
生
村
室
生

 
 
寺

 
⑥
暦
応
二
天
（
＝
三
二
九
）
 
大
分
県
宇
佐
郡
安
心
院
町
且

 
 
尾
菩
提
寺
跡

 
⑦
貞
治
二
年
（
＝
二
六
三
）
 
徳
島
県
小
松
島
市
勝
浦
町
生

 
 
名
鶴
林
寺

 
⑧
貞
治
五
年
（
＝
二
六
六
）
 
大
分
県
速
見
郡
山
香
町
下
山
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⑨
応
安
元
年
（
＝
二
六
八
、

 
名
鶴
林
寺

⑩
応
安
元
年
（
＝
二
六
八
）

⑪
永
徳
二
年
（
＝
二
八
二
）

 
寺
田
愛
宕
宮

⑫
永
徳
二
年
（
＝
二
八
二
）

⑬
永
徳
二
年
（
＝
二
八
二
）

 
寺
田

⑭
永
徳
三
年
目
＝
二
八
三
）

⑮
康
応
二
年
（
＝
二
九
〇
）

⑯
明
徳
第
二
年
（
＝
二
九
一
）

 
名
鶴
林
寺

⑰
南
北
朝
時
代

 
野
西
明
寺

⑱
 
 
同

⑲
 
 
同

⑳
 
 
同

⑳
 
 
同

 
畑

徳
島
県
小
松
島
市
勝
浦
町
生

同大
分
県
大
野
郡
野
津
町
都
原

同大
分
県
大
野
郡
野
津
町
都
原

大
分
県
速
見
郡
山
香
町
徳
野

大
分
県
速
見
郡
山
香
町
山
浦

徳
島
県
小
松
島
市
勝
浦
町
生

大
分
県
速
見
郡
山
香
町
内
河

 
 
同

 
 
同

 
 
同

大
分
県
東
国
東
郡
国
東
町
向

⑫
 
 
同

 
野

鐙
 
 
同

 
尾

⑳
応
永
二
五
才
（
一
四
一
八
）

 
浄
光
寺

⑳
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）

 
掛
後
野
越

⑳
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）

 
名
鶴
林
寺

⑳
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）

 
寺
跡

⑳
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）

 
山
頂

⑳
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）

⑳
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）

⑳
室
町
時
代

 
慈
尊
院

勧
 
 
同

大
分
県
速
見
郡
山
香
町
石
河

大
分
県
速
見
郡
山
香
町
定
野

神
奈
川
県
藤
沢
市
西
宿
町
清

大
分
県
西
国
東
郡
大
田
村
沓

徳
島
県
小
松
島
市
勝
浦
町
生

福
井
市
安
波
賀
町
西
山
光
照

大
分
県
大
野
郡
三
重
町
大
辻

同同和
歌
山
県
伊
都
郡
九
度
山
町

石
川
県
珠
洲
市
粟
津
町
琴
江

 
 
 
 
三
三
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⑳⑳⑳ 登院
   裏

同同同 同

寺
跡

石
川
県
珠
洲
市
正
院
町
舘
家

岐
阜
県
高
山
市
仁
愛
町

 
 
同

大
分
県
宇
佐
市
木
ノ
内
妙
薬

⑳
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同

 
右
の
三
七
基
中
④
⑤
⑦
⑨
⑩
⑯
⑭
⑳
⑳
働
（
⑯
⑳
⑳
の
＝
旧
基

は
前
述
『
新
版
仏
教
考
古
学
講
座
』
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
他
の
二
四
基
は
板
碑
、
角
塔
婆
、
角
柱
碑
な
ど
の
名
称

で
呼
ば
れ
、
一
部
は
造
立
年
代
の
古
さ
か
ら
所
在
地
の
県
・
町

指
定
文
化
財
に
は
な
っ
て
い
る
も
の
の
学
問
的
に
ぱ
未
紹
介
の

遺
品
で
あ
る
。
以
下
順
次
こ
れ
ら
の
事
例
に
検
討
を
加
え
て
い

く
が
、
各
遺
品
に
共
通
し
た
特
色
は
角
柱
状
の
塔
身
に
頂
部
方

錐
形
を
つ
く
り
、
そ
の
尖
頭
部
を
塔
身
の
中
心
に
も
っ
て
く
る

形
式
で
あ
る
。
但
し
遺
品
の
中
に
は
頭
部
四
周
に
切
り
込
ん
だ

横
二
条
線
や
額
の
顕
現
を
欠
く
も
の
も
あ
り
、
従
っ
て
こ
れ
ら

の
有
無
、
そ
れ
に
梵
字
種
子
の
配
し
等
等
を
考
慮
し
て
次
の
四

三
四

種
類
に
細
分
で
き
る
。

 
先
ず
第
一
の
形
式
は
、
角
柱
状
の
塔
身
と
頭
頂
部
の
方
錐
形
、

更
に
頭
部
四
周
に
横
二
条
の
切
り
込
み
と
額
の
突
出
を
有
す
る

角
柱
塔
と
し
て
は
形
態
的
に
完
備
し
た
遺
品
で
、
こ
れ
に
相
当

す
る
の
が
③
⑥
⑭
⑳
の
四
基
で
あ
る
。
③
の
大
分
県
佐
田
神
社

の
も
の
は
、
高
さ
＝
二
四
糎
、
横
幅
二
四
糎
、
厚
さ
二
二
糎
の

角
柱
状
塔
身
に
、
縦
一
二
糎
、
横
二
七
糎
、
奥
行
（
厚
さ
）
二

五
糎
の
額
部
を
設
け
て
お
り
、
額
は
塔
身
上
端
よ
り
各
一
・
五

千
の
突
出
が
み
ら
れ
る
。
深
く
四
周
に
あ
ぐ
ら
さ
れ
た
二
条
線

か
ら
頭
頂
ま
で
は
一
八
糎
も
あ
っ
て
尖
頭
部
が
高
く
、
頂
点
か

ら
切
り
お
ろ
さ
れ
た
平
面
は
凹
型
の
曲
面
を
な
し
て
い
る
。
尖

頭
部
の
底
辺
に
対
す
る
高
さ
の
比
率
は
○
・
六
七
で
あ
る
。
ま

た
阿
弥
陀
三
尊
を
は
じ
め
各
種
梵
字
種
子
を
四
面
に
配
し
、
こ

の
塔
婆
の
立
体
感
を
も
り
た
て
て
い
る
（
四
二
）
。
⑥
は
頭
頂

部
が
欠
け
て
い
る
が
そ
の
下
に
横
二
条
の
切
り
込
み
と
額
が
四

面
に
亘
っ
て
設
け
ら
れ
、
塔
身
よ
り
も
一
子
の
額
の
突
出
が
み

ら
れ
る
。
梵
字
種
子
は
金
剛
界
の
四
仏
を
各
面
に
一
字
ず
つ
配

し
て
い
る
。
⑭
は
③
⑥
に
比
べ
る
と
額
の
突
出
は
○
・
五
糎
と

少
く
な
い
が
、
横
二
条
の
切
り
込
み
が
あ
る
頭
部
の
横
幅
に
対
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図
二
 
元
弘
三
年
佐
田
神
社
の
角
柱
塔
⑤

し
方
錐
形
尖
頭
部
の
高
さ
は
大
き
く
、
従
っ
て
こ
の
比
率
も
一

・
○
○
と
遺
品
中
最
も
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
四
面
に
刻

さ
れ
た
梵
字
種
子
は
胎
蔵
界
の
四
仏
で
あ
る
（
図
三
）
。
尚
こ

の
塔
婆
の
根
部
に
は
長
さ
一
〇
糎
の
丸
型
の
柄
が
あ
り
、
元
来

は
台
上
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。
⑳
は
紀
年
銘

は
無
い
が
金
剛
界
四
仏
種
子
を
四
面
に
刻
し
、
額
の
突
出
も
二

・
五
糎
と
前
記
③
⑥
⑭
と
同
様
完
備
し
た
遺
品
で
あ
る
。
殊
に

頭
頂
部
の
形
式
は
③
と
酷
似
し
、
こ
れ
の
底
辺
に
対
す
る
高
さ

の
比
率
は
○
・
三
八
で
あ
る
（
図
四
）
。
形
態
か
ら
南
北
朝
時

代
の
造
立
と
判
断
し
た
。

図
三
 
永
徳
三
年
山
香
町
徳
野
の
角
柱
塔
⑭

図
四
 
国
東
町
向
畑
の
角
柱
塔
（
頭
頂
部
）
⑳

三
五
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第
二
の
形
式
は
、
前
者
の
様
に
額
の
突
出
は
無
い
が
頭
部
四

面
に
額
の
存
在
を
示
す
線
刻
が
し
て
あ
る
も
の
で
、
こ
れ
に
は

①
の
永
仁
六
年
銘
の
最
古
遺
品
と
大
分
県
大
野
郡
所
在
の
永
徳

二
年
銘
⑪
⑫
⑬
の
計
四
基
が
入
る
。
①
の
山
口
県
萩
市
大
井
浦

の
も
の
は
埋
け
込
み
の
地
上
か
ら
の
高
さ
が
一
二
〇
糎
で
、
塔

身
は
横
幅
・
厚
さ
共
に
上
部
が
二
四
糎
、
下
部
が
二
九
～
一
三

糎
の
方
柱
状
を
し
て
い
る
。
頭
部
に
は
縦
九
卿
、
横
二
四
糎
の

額
を
線
刻
し
、
そ
の
上
に
横
二
条
の
切
り
込
み
を
四
周
に
め
ぐ

ら
し
て
い
る
（
図
五
）
。
尖
頭
部
は
一
部
欠
損
も
あ
る
が
、
塔

身
中
心
を
頂
点
と
し
て
左
右
前
後
に
そ
れ
ぞ
れ
凸
型
曲
面
を
形

成
さ
せ
な
が
ら
切
り
お
ろ
し
て
お
り
、
従
っ
て
前
記
の
も
の
よ

り
は
鈍
重
な
感
じ
を
う
け
る
。
正
面
に
お
け
る
尖
頭
部
の
底
辺

に
対
す
る
高
さ
の
比
率
は
○
・
三
二
で
あ
る
。
ま
た
四
面
に
は

金
剛
界
四
仏
種
子
を
配
し
（
ア
ク
は
欠
）
、
キ
リ
ー
ク
・
ウ
ン

の
両
側
面
に
は
「
南
元
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
も
刻
し
て
い
る
。

⑪
⑫
⑬
の
三
基
も
塔
身
の
高
さ
に
違
い
は
あ
る
が
、
横
幅
・
厚

さ
共
に
二
五
糎
前
後
の
角
柱
状
塔
身
と
そ
の
頭
部
に
額
を
線
刻

し
、
更
に
横
二
条
の
切
り
込
み
を
有
し
て
い
る
。
尖
頭
部
は
①

よ
り
も
剣
状
を
示
し
、
従
っ
て
こ
れ
の
底
辺
に
対
す
る
高
さ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
六

比
率
は
⑪
が
○
・
五
二
、
⑫
が
○
・
五
八
、
⑬
が
○
・
六
八
と

い
う
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
尚
四
面
に
刻
さ
れ
た
梵
字
種
子

は
⑪
が
金
剛
界
四
仏
、
⑫
が
円
相
に
顕
教
四
仏
を
額
面
に
、
⑬

は
五
輪
種
子
を
刻
現
す
る
と
い
っ
た
違
い
が
あ
る
。

図
五
 
永
仁
六
年
萩
市
大
井
浦
の
角
柱
塔
①

 
次
に
第
三
の
形
式
は
、
額
の
彫
刻
は
無
い
が
四
周
に
横
二
条

の
切
り
込
み
を
有
し
、
梵
字
種
子
・
名
号
等
を
四
面
或
は
一
面

に
刻
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
は
②
⑤
⑦
⑨
⑩
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
⑳

⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
の
一
八
基
が
属
す
る
。
先
ず
②
の
熊
本
県
道
立

寺
の
も
の
は
、
自
然
石
を
粗
く
削
っ
て
加
工
し
た
地
上
高
さ
が

一一 419一
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二
四
〇
糎
も
あ
る
塔
婆
で
、
頭
頂
部
を
山
形
に
し
そ
の
下
に
深

い
二
条
線
を
鉢
巻
状
に
刻
ん
で
い
る
。
◎
＄
梵
字
種
子
の
キ
リ
ー

ク
と
カ
ー
ン
マ
ー
ン
、
そ
れ
に
紀
年
銘
は
一
面
の
み
に
あ
り
、

こ
の
形
式
に
似
る
の
が
⑤
⑦
⑨
⑩
⑮
⑯
⑳
⑳
⑳
⑳
等
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
塔
身
上
部
に
梵
字
種
子
の
一
尊
か
三
尊
、
又
は
名
号

更
に
は
「
大
界
外
相
」
 
「
六
丁
」
な
ど
の
文
字
を
一
面
の
み
に

配
し
た
も
の
で
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
板
碑
や
碑
伝
な
ど
の
一

観
面
性
塔
婆
と
間
違
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
頭
頂
形

態
と
四
周
横
二
回
線
の
存
在
は
他
塔
婆
形
式
と
異
な
る
こ
の

塔
婆
独
自
の
特
徴
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
立
体
性
を
も
つ
角
柱
塔

の
系
統
下
に
あ
る
こ
と
は
大
分
県
西
明
寺
所
在
の
⑰
⑬
⑲
⑳
の

編
網
と
、
同
県
大
野
郡
大
辻
山
頂
の
⑱
が
証
明
し
て
い
る
。
西

明
寺
の
も
の
は
貞
和
四
年
（
＝
二
四
八
）
造
立
の
石
造
三
重
塔

の
四
隅
に
建
立
さ
れ
た
、
高
さ
九
〇
糎
、
幅
一
五
糎
程
の
角
柱

塔
で
あ
る
が
、
こ
の
四
面
に
は
梵
字
種
子
と
願
主
名
が
彫
っ
て

あ
り
、
ま
た
大
辻
山
頂
の
も
の
も
高
さ
＝
六
糎
、
横
幅
三
五

糎
、
厚
さ
二
六
糎
の
正
身
四
面
に
金
剛
界
四
仏
種
子
を
配
し
そ

の
下
に
偶
文
と
紀
年
銘
を
刻
し
て
い
る
（
心
証
）
。
つ
ま
り
こ

れ
ら
の
遺
品
は
前
記
第
一
、
第
二
の
形
式
の
も
の
よ
り
額
部
の

彫
心
を
欠
く
だ
け
で
、
他
は
全
く
同
一
の
特
徴
を
具
備
し
て
い

る
。
従
っ
て
第
三
の
形
式
の
も
の
も
仮
え
無
額
で
は
あ
っ
て
も

こ
の
塔
婆
が
多
観
面
性
を
有
す
る
石
造
塔
婆
形
態
と
し
て
造
立

さ
れ
た
と
判
断
し
、
前
掲
の
遺
品
と
同
様
角
柱
塔
の
範
疇
に
含

あ
て
よ
い
と
考
え
る
鯛
。

図
六
文
禄
五
年
三
重
町
大
辻
山
頂
の
角
柱
塔
⑱

 
最
後
に
第
四
の
形
式
は
、
四
周
遅
額
ば
か
り
で
な
く
横
二
条

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■

の
切
り
込
み
を
も
有
し
な
い
、
角
柱
状
の
薄
身
と
そ
の
頂
部
を

方
錐
形
に
削
っ
た
だ
け
の
遺
品
で
あ
る
。
こ
れ
に
属
す
る
の
が

④
⑧
の
鎌
倉
～
室
町
時
代
の
昌
昌
と
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
の
室
町
時

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
七
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代
末
期
造
立
の
六
七
で
あ
る
。
先
ず
④
は
塔
身
が
角
柱
状
で
、

頭
部
を
む
く
り
の
あ
る
方
錐
形
に
し
た
だ
け
で
あ
り
ω
、
⑧
も

尖
頭
が
方
錐
形
に
な
っ
て
い
る
だ
け
の
塔
婆
と
し
て
は
味
の
な

い
形
式
で
あ
る
が
（
図
七
）
、
前
者
に
は
塔
身
四
面
に
梵
字
で

五
輪
種
子
と
金
剛
界
四
仏
種
子
を
刻
し
て
お
り
、
後
者
に
は
「

逆
修
」
の
文
字
と
紀
年
銘
が
刻
っ
て
い
る
。
従
っ
て
塔
形
か
ら

す
る
と
近
世
墓
石
に
似
て
は
い
る
が
、
造
立
年
次
及
び
内
容
表

現
か
ら
こ
れ
ら
が
単
な
る
石
碑
や
墓
標
の
類
で
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
、
前
記
の
角
柱
塔
の
形
式
が
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
と
推

測
す
る
。
⑳
⑳
の
慶
長
三
年
銘
を
有
す
る
大
分
県
大
辻
山
頂
の

も
の
は
横
幅
・
厚
さ
共
に
三
〇
歴
程
の
四
身
四
面
に
金
剛
界
四

仏
種
子
を
円
相
内
に
は
っ
き
り
と
刻
し
て
お
り
、
角
柱
塔
の
伝

統
が
近
世
初
期
に
至
る
ま
で
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ

て
い
る
。
然
し
そ
の
反
面
、
⑳
⑳
の
石
川
県
珠
洲
市
の
二
基
及

び
⑳
⑳
の
岐
阜
県
乳
母
町
の
二
基
は
塔
身
に
宝
籏
印
塔
や
五
輪

塔
を
浮
彫
し
た
り
は
し
て
い
る
も
の
の
、
尖
頭
部
も
低
ぐ
、
塔

婆
全
体
が
簡
略
・
小
型
化
し
て
い
る
鱒
。
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
に

石
造
塔
婆
と
し
て
成
立
し
造
立
展
開
を
み
た
角
柱
塔
が
、
室
町

時
代
末
期
に
は
次
第
に
そ
の
塔
形
を
退
化
さ
せ
、
近
世
の
墓
石

へ
と
変
化
し
て
い
く
様
相
を
物
語
っ
て
い
る
。

三
八

図
七
 
貞
治
五
年
山
香
町
下
山
の
角
柱
塔
⑥

 
以
上
、
角
柱
塔
の
三
七
の
遺
例
に
つ
い
て
そ
の
形
態
上
の
特

徴
及
び
梵
字
種
子
の
刻
現
を
吟
味
し
、
大
概
四
つ
の
形
式
に
分

類
し
た
が
燭
、
こ
こ
か
ら
帰
納
さ
れ
る
こ
の
塔
婆
の
形
式
上
の

特
質
は
、
既
に
前
節
で
も
触
れ
た
様
に
、
角
柱
状
の
塔
身
に
頭

頂
部
を
方
錐
形
に
し
つ
ら
え
そ
の
下
に
横
二
条
の
切
り
込
み
を

四
周
に
め
ぐ
ら
す
こ
と
に
あ
る
。
額
の
存
在
も
勿
論
こ
の
塔
婆

の
立
体
性
を
形
成
す
る
要
件
で
は
あ
る
が
♪
こ
の
突
出
を
も
つ

遺
品
が
僅
か
四
基
し
か
存
し
な
い
こ
と
は
、
こ
の
部
分
が
塔
婆
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造
立
の
隆
盛
化
の
中
で
最
も
早
く
簡
略
化
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
こ
の
四
基
が
い
ず
れ
も
九
州
大
分
県
に
あ
る
こ

と
か
ら
こ
の
地
方
特
有
の
現
象
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

④
の
現
存
最
古
遺
品
で
あ
る
山
口
県
萩
市
大
井
浦
の
も
の
に
も

線
刻
で
は
あ
る
が
額
が
四
面
に
設
営
さ
れ
て
お
り
、
角
柱
塔
が

発
生
し
た
初
発
期
に
お
い
て
は
こ
れ
が
存
在
し
た
と
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
㈲
。

 
次
に
、
角
柱
塔
の
推
移
変
遷
を
告
げ
る
も
の
に
尖
頭
部
の
高

低
と
横
二
条
線
の
彫
成
が
あ
る
。
角
柱
塔
は
前
述
の
如
く
方
錐

形
の
頂
点
を
塔
身
中
央
に
も
っ
て
き
て
、
こ
こ
か
ら
前
後
左
右

に
各
々
平
面
を
形
成
さ
せ
な
が
ら
切
り
お
ろ
す
塔
頭
で
あ
り
、

こ
の
部
分
が
塔
婆
造
立
の
意
図
を
最
も
具
現
し
て
い
る
要
所
で

あ
る
。
尖
頭
部
の
底
辺
に
対
す
る
高
さ
の
比
率
は
各
遺
品
に
よ

っ
て
差
が
あ
り
、
⑭
の
永
徳
三
年
銘
の
一
・
○
○
を
最
高
値
と

し
て
他
は
こ
れ
以
下
で
あ
る
が
、
鎌
倉
～
南
北
朝
時
代
の
も
の

は
○
・
五
以
上
と
尖
頭
部
が
高
く
、
従
っ
て
各
稜
線
は
鋭
角
化

し
て
す
る
ど
い
塔
頭
を
形
成
し
立
体
感
に
富
ん
で
い
る
。
こ
れ

に
対
し
室
町
時
代
の
遺
品
は
尖
頭
か
ら
切
り
お
ろ
す
稜
線
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
も
の
で
も
こ
の
比
率
が
○
・
五
以
下
と
低
く

一
面
か
ら
観
察
す
る
と
平
面
的
な
感
じ
を
与
え
る
遺
品
さ
え
存

す
る
。

 
三
二
条
の
切
り
込
み
方
も
ま
た
右
の
尖
頭
部
の
造
作
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
。
①
②
③
等
の
初
発
期
の
遺
品
は
有
額
の
も
の

で
も
四
周
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
二
条
線
の
切
り
込
み
が
深
く
、
尖

頭
部
の
鋭
角
化
と
共
に
こ
の
塔
婆
の
立
体
感
を
一
層
強
く
し
て

い
る
が
、
時
代
が
降
る
に
し
た
が
っ
て
彫
り
方
も
浅
く
な
り
、

二
条
線
の
間
隔
も
狭
く
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
板
碑
な
ど
の
様

に
こ
れ
を
単
に
線
刻
し
た
も
の
は
列
挙
中
の
遺
品
に
は
存
し
な

い
。
こ
れ
は
角
柱
塔
が
板
碑
な
ど
と
は
違
っ
て
方
柱
状
の
石
材

を
用
い
る
た
め
横
二
条
の
切
り
込
み
を
深
く
し
て
も
破
損
し
な

い
と
い
う
技
術
上
の
操
作
に
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
額
の
線

刻
化
が
既
に
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
併
せ

思
考
す
る
と
、
頭
部
に
横
二
条
の
切
り
込
み
を
す
る
こ
と
は
頭

頂
部
の
方
錐
形
と
共
に
こ
の
塔
婆
の
生
命
で
あ
り
、
従
っ
て
角

柱
塔
の
造
立
が
一
般
化
し
塔
形
が
形
式
化
す
る
に
至
っ
た
後
代

に
な
っ
て
も
こ
れ
を
簡
略
化
し
な
か
っ
た
証
左
で
あ
る
と
云
え

よ
う
。
た
だ
横
二
条
線
を
省
略
し
た
遺
品
が
南
北
朝
時
代
以
前

に
二
例
程
あ
り
、
こ
れ
ら
は
右
の
推
測
と
は
矛
盾
す
る
事
実
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
九
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あ
る
か
ら
判
然
と
し
た
結
論
は
得
ら
れ
な
い
。

 
細
部
の
問
題
は
と
も
あ
れ
、
角
柱
塔
の
成
立
及
び
展
開
の
過

程
を
形
式
面
か
ら
概
観
す
る
と
、
先
ず
頭
部
方
錐
形
と
四
周
に

横
二
条
の
切
り
込
み
と
額
を
も
っ
た
第
一
及
び
第
二
の
形
式
が

鎌
倉
時
代
に
成
立
し
、
こ
れ
が
各
地
方
に
普
及
し
造
立
が
盛
ん

に
な
る
南
北
朝
～
室
町
時
代
に
至
っ
て
額
を
省
略
し
た
第
三
の

形
式
が
｝
般
化
し
、
更
に
室
町
時
代
も
末
期
に
な
る
と
簡
略
退

化
の
様
相
は
ま
す
ま
す
進
展
し
、
頸
部
に
二
条
線
す
ら
欠
い
た

第
四
の
形
式
が
出
現
す
る
に
至
っ
た
と
す
る
解
釈
が
得
ら
れ
る

と
思
う
。

 
注

ω
 
注
記
す
る
も
の
以
外
億
筆
者
の
実
地
調
査
に
よ
る
。
未
調
査
の

 
も
の
に
関
し
て
は
次
の
著
書
を
参
考
に
し
た
。
望
月
友
善
『
大
分

 
の
石
造
美
術
』
、
多
田
隈
豊
秋
『
九
州
の
石
塔
」
、
石
田
茂
作

 
『
日
本
仏
塔
の
研
究
』
、
同
『
新
版
仏
教
考
古
学
講
座
』
第
三
巻

 
永
山
卯
三
郎
『
続
岡
山
県
金
石
史
』
な
ど
。

㈲
多
田
隈
豊
秋
、
前
掲
書
三
七
七
頁
。

㈲
 
画
⑳
の
大
分
県
宇
佐
市
所
在
の
二
基
は
、
頭
部
に
横
二
条
の
切

 
り
込
み
が
四
周
に
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
梵
字
種
子
の
彫

 
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
但
し
先
学
の
調
査
に
よ
る
と
四
面
に
梵
字

 
キ
ヤ
の
墨
書
が
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
。
 
（
望
月
友
善
、
前
掲
書
一

四
〇

 
四
〇
頁
）

αの

@
石
田
茂
作
、
前
掲
書
二
七
三
頁
。
川
勝
政
太
郎
『
日
本
石
造
美

 
術
辞
典
』
二
二
五
頁
。

⑱
 
桜
井
甚
一
「
能
登
の
板
碑
」
 
（
『
月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

 
＝
二
二
号
）
。

㈹
 
⑳
㊧
⑳
の
三
基
は
実
物
の
写
真
を
見
た
だ
け
で
、
調
査
は
未
了

 
で
あ
る
た
め
形
式
分
類
か
ら
除
外
し
た
。

伽
 
④
の
奈
良
市
不
退
三
道
の
遺
品
に
は
横
二
条
線
も
額
も
無
く
、

 
し
か
も
紀
年
銘
さ
え
も
刻
さ
れ
て
い
な
い
。
先
学
の
推
定
か
ら
鎌

 
倉
時
代
の
遺
品
と
し
て
掲
げ
た
が
、
最
近
で
は
大
和
地
方
に
「
十

 
三
仏
」
が
行
わ
れ
る
の
は
室
町
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
従
っ

 
て
こ
の
塔
婆
も
そ
の
頃
の
造
立
で
あ
る
と
す
る
説
が
で
て
い
る
。

 
（
川
勝
政
太
郎
、
前
掲
書
二
二
五
頁
）

四
、
造
立
の
目
的
と
意
義

 
前
節
に
お
い
て
角
柱
塔
が
他
の
塔
形
を
有
っ
た
石
造
塔
婆
と

同
様
に
鎌
倉
時
代
以
降
に
こ
れ
と
併
行
し
て
造
立
展
開
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
そ
れ
で
は
こ
の
塔
婆
は
如
何
な
る
目

的
の
も
と
に
造
立
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
個
々
の
事
例
に
表
現

さ
れ
た
内
容
を
検
討
し
、
角
柱
塔
の
造
立
目
的
と
そ
の
意
義
に

つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
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石
田
博
士
は
④
の
奈
良
市
不
退
健
常
や
前
記
岡
山
県
千
光
寺

の
遺
品
に
梵
字
種
子
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
角
柱
塔
は
単
な
る

石
碑
類
の
も
の
で
は
な
く
仏
塔
た
る
こ
と
を
詳
述
せ
ら
れ
、
そ

の
成
立
時
期
を
鎌
倉
時
代
末
期
と
さ
れ
た
が
㈱
、
前
掲
の
遺
品

で
は
角
柱
塔
は
そ
の
成
立
の
当
初
か
ら
仏
塔
の
中
で
も
供
養
塔

と
し
て
の
意
義
を
も
っ
て
造
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
知
で
き

る
。 

④
の
山
口
県
萩
市
大
井
浦
の
も
の
は
薬
研
彫
り
の
金
剛
界
四

仏
種
子
タ
ラ
ー
ク
の
梵
字
下
に
、

 
 
 
 
永
仁
六
年
忌
三
月
十
日

 
 
三
善
康
朝
 
沙
弥
尼
 
敬
白

と
あ
り
、
更
に
キ
リ
ー
ク
と
ウ
ン
の
各
面
に
は
「
南
元
阿
弥
陀

仏
」
の
六
字
名
号
が
刻
さ
れ
て
い
る
（
図
五
）
。
筆
者
は
前
に

こ
の
塔
婆
は
当
時
長
門
国
連
三
郷
の
地
頭
で
あ
っ
た
三
善
康
朝

が
父
宗
康
の
追
善
祈
願
の
た
め
造
立
し
た
供
養
塔
で
あ
ろ
う
と

推
定
し
た
が
㈱
、
こ
の
こ
と
を
少
こ
し
詳
述
す
る
と
、
刻
銘
に

あ
る
三
善
康
朝
は
本
塔
婆
を
雪
下
し
抱
身
の
本
尊
を
供
養
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
亡
父
に
功
徳
を
得
さ
せ
あ
る
と
共
に
、
書
入
も

ま
た
造
塔
の
功
徳
に
あ
ず
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場

合
故
人
の
菩
提
を
弔
う
こ
と
は
確
か
に
起
塔
の
契
機
で
は
あ
る

が
塔
婆
造
立
の
全
て
の
目
的
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
右
の
角

柱
塔
に
被
葬
者
で
あ
る
亡
父
の
法
名
も
死
没
年
月
日
も
刻
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
供
養
塔
の
一
般
的
な
性
格

は
こ
れ
を
造
立
し
た
こ
と
の
功
徳
に
あ
り
、
従
っ
て
供
養
の
対

象
は
塔
婆
に
刻
さ
れ
た
本
尊
つ
ま
り
こ
れ
の
簡
略
体
で
あ
る
梵

字
種
子
に
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
①
の
永
仁
六
年
銘
の
角
柱
塔
は
か
か
る
造
立
の
意
義
を
も
つ

供
養
塔
婆
で
あ
り
、
②
の
熊
本
県
専
当
寺
の
も
の
も
梵
字
種
子

キ
リ
ー
ク
と
カ
ー
ン
マ
ー
ン
の
下
に
「
元
亨
元
年
九
月
日
」
の

紀
年
銘
を
刻
す
だ
け
で
あ
る
が
、
同
趣
旨
の
造
立
と
考
え
て
よ

い
。
ま
た
③
の
大
分
県
佐
田
神
社
の
も
の
は
塔
身
正
面
と
左
側

面
に

 
キ
リ
ー
ク
 
サ
 
ナ
ク
 
元
弘
三
年
国
里
八
月
廿
三
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
願
主
示
阿

 
 
ア
ン
 
 
マ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
導
師
源
秀
 
秦
太
子

と
あ
り
、
他
の
右
側
面
に
は
バ
イ
ー
ク
．
ウ
ン
・
ア
ン
カ
ー
の

三
字
と
裏
面
に
は
カ
ー
ン
マ
ー
ン
の
一
字
が
刻
さ
れ
て
い
る

（
図
二
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
一
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更
に
⑥
の
大
分
県
菩
提
寺
跡
の
も
の
に
は
、
四
面
に
金
剛
界

の
四
仏
種
子
（
た
だ
し
ア
ク
が
バ
ク
に
、
ウ
ン
が
バ
イ
に
代
っ

て
い
る
）
と
構
文
が
あ
り
、
そ
の
下
に
二
面
に
亘
っ
て
紀
年
銘

と
造
立
趣
旨
が
刻
さ
れ
て
い
る
（
黒
八
）
。

バ
 
イ
 
 
専
有
堅
固

タ
ラ
ー
ク
 
観
一
切
法

キ
リ
ー
ク
 
皆
無
所
有

バ
 
ク
 
 
三
口
虚
空

重
源

白敬

一 右
回暦志
之隠者
 二三
 天和
  口

右
に
引
用
し
た
四
つ
の
例
証
か
ら
も
知
れ
る
様
に
、

 
 
図
八
 
暦
応
二
天
且
尾
菩
提
寺
跡
の
角
柱
塔
④

角
柱
塔

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
二

の
初
発
期
の
遺
品
は
骨
身
に
配
さ
れ
た
梵
字
種
子
が
金
剛
界
四

仏
を
中
心
に
胎
蔵
界
四
仏
・
五
輪
種
子
・
阿
弥
陀
三
尊
等
と
異

な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
礼
拝
対
象
と
な
る
人
皇
種

子
を
梵
字
で
塔
身
の
主
要
位
置
に
刻
し
、
そ
の
下
に
偏
文
や
願

主
・
造
立
者
等
を
表
記
し
て
い
る
。
従
っ
て
角
柱
塔
は
五
輪
塔

や
笠
塔
婆
・
板
碑
な
ど
と
共
に
供
養
塔
婆
の
一
種
類
と
し
て
造

立
さ
れ
た
こ
と
が
諒
解
さ
れ
る
が
、
し
か
し
一
方
で
は
⑤
⑦
⑨

な
ど
の
様
に
何
等
の
主
尊
表
示
も
な
い
、
右
の
造
立
趣
旨
と
は

違
っ
た
目
的
で
起
回
し
た
と
考
え
ら
れ
る
遺
品
も
存
す
る
。

 
⑤
の
奈
良
県
室
生
寺
の
も
の
は
角
柱
状
三
身
の
頭
部
を
低
い

方
錐
形
に
削
り
、
四
周
に
二
条
の
横
線
を
め
ぐ
ら
し
て
は
い
る

も
の
の
、
梵
字
種
子
も
紀
年
銘
も
な
く
、
た
だ
塔
身
の
一
面
に

「
大
口
外
相
」
の
四
字
を
深
い
箱
彫
り
で
大
書
し
て
い
る
趣
の
。

大
圏
は
受
戒
な
ど
の
臨
時
の
結
界
を
国
界
と
い
う
の
に
対
し
、

広
く
堂
塔
・
伽
藍
の
境
域
を
意
味
す
る
か
ら
、
大
棚
外
相
は
寺

院
の
境
内
と
境
外
を
区
別
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
る
結
界
石
の

文
字
で
あ
る
。
古
い
寺
院
で
は
仏
道
修
行
の
た
め
ま
た
僧
院
生

活
を
規
制
す
る
た
め
に
寺
域
内
外
に
こ
れ
を
嬢
曝
し
て
お
り
、

室
生
寺
の
遺
品
は
角
柱
塔
形
の
結
界
石
な
の
で
あ
る
◎
o
。
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こ
の
⑤
と
同
じ
系
譜
下
に
あ
る
の
が
、
石
田
博
士
に
よ
っ
て

紹
介
さ
れ
た
徳
島
県
鶴
林
寺
所
在
の
⑦
⑨
⑩
⑯
⑳
の
五
基
で
あ

る
㈲
。
こ
れ
ら
は
整
形
化
さ
れ
た
方
柱
石
の
頂
部
を
方
錐
形
に

削
り
、
そ
の
下
に
横
二
条
の
切
り
込
み
を
四
周
に
め
ぐ
ら
し
て

い
る
点
で
は
⑤
と
同
じ
で
あ
る
が
、
方
錐
部
分
の
高
さ
は
各
々

異
な
っ
て
お
り
、
⑦
⑯
の
尖
頭
形
に
対
し
他
の
⑨
⑩
⑳
は
緩
や

か
な
斜
面
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
塔
身
上
部
に
は
梵
字
種

 
●子

の
代
り
に
「
六
丁
」
 
コ
丁
」
 
「
十
丁
」
 
「
五
丁
」
「
四
丁
」

の
文
字
と
、
そ
の
下
方
に
紀
年
銘
を
刻
っ
て
い
る
（
図
九
）
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
丁
数
が
凡
て
後
補
で
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば

五
丁
石
の
別
面
に
「
十
町
」
と
、
十
丁
石
に
は
同
じ
く
「
九
町
」

と
浅
い
古
字
が
刻
っ
て
お
り
、
他
に
も
新
刻
の
丁
数
の
間
に
古

字
「
町
」
の
彫
跡
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
後
代
に
町
石

を
据
え
直
し
た
際
丁
数
を
彫
り
改
め
た
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い

る
が
、
し
か
し
建
立
の
当
初
か
ら
置
石
と
し
て
角
柱
塔
を
使
用

し
た
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
㈲
。

 
露
語
は
周
知
の
様
に
寺
院
の
参
詣
道
が
長
い
場
合
、
目
的
地

ま
で
の
距
離
を
示
す
た
め
に
建
て
ら
れ
る
か
ら
造
立
の
目
的
か

ら
す
る
と
塔
婆
と
し
て
の
意
味
は
も
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ

図
説
 
明
徳
第
二
年
鶴
林
寺
の
角
柱
塔
⑯

れ
が
単
な
る
標
識
で
な
い
こ
と
は
、
寺
域
内
に
建
立
さ
れ
る
と

い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
町
石
に
笠
塔
婆
や
五
「
輪
卒
都
婆
、
更

に
は
板
碑
な
ど
を
使
用
し
、
こ
れ
を
造
立
し
た
願
主
は
仏
．
菩

薩
を
供
養
す
る
と
い
う
作
善
を
行
な
い
、
鞍
骨
を
礼
拝
す
る
人

が
功
徳
に
あ
ず
か
る
よ
う
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
鶴
林

寺
の
町
石
は
こ
れ
ま
で
の
角
柱
塔
と
は
造
立
の
意
義
を
異
に
す

る
が
、
本
体
は
塔
婆
で
あ
り
、
京
都
市
醍
醐
寺
の
町
石
笠
塔
婆

や
奈
良
高
野
山
の
長
足
五
輪
卒
都
婆
な
ど
の
既
存
の
面
形
を
町

費
と
し
て
使
用
す
る
風
潮
に
慣
っ
て
造
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え

て
よ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
三
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右
の
推
測
を
裏
付
け
る
の
が
大
分
県
寺
田
に
現
存
す
る
永
徳

二
年
銘
の
⑪
⑫
⑬
の
三
遺
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
塔

身
四
面
の
上
方
に
梵
字
種
子
を
刻
し
、
そ
の
下
方
に
刻
銘
が
あ

り
、
い
ま
⑪
を
掲
げ
る
と
次
の
様
で
あ
る
（
図
一
〇
）
。

キタウ
リランil
クク

バ
ク

我
法
熊
堆

 
十
町

老
病
死

永
徳
二
壬
三
月

 
 
 
戌
廿
一
日

 
「
十
町
」
は
後
刻
で
あ
り
、
⑫
の
「
十
一
町
」
、
⑬
の
「
十

二
町
」
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
南
北
朝
時
代
に
供
養
塔
と
し

て
一
度
造
立
し
た
も
の
を
後
代
に
町
石
と
し
て
利
用
す
る
た
め

に
町
数
を
補
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 
如
上
の
町
石
の
他
に
石
造
層
塔
を
建
立
し
た
四
隅
に
境
界
石

と
し
て
角
柱
塔
を
利
用
し
た
例
も
存
す
る
。
大
分
県
西
明
寺
の

⑰
⑱
⑲
⑳
の
四
基
が
そ
れ
で
あ
る
。
西
明
寺
に
は
貞
和
四
年

（
＝
二
四
八
）
建
立
の
塔
高
二
五
四
糎
か
ら
な
る
石
造
三
重
塔

が
あ
り
、
こ
の
石
塔
の
あ
る
四
角
形
の
周
囲
は
一
段
高
い
境
界

段
が
設
け
ら
れ
、
四
隅
に
高
さ
九
〇
糎
、
幅
一
五
塔
の
角
柱
鹿

妻
一
〇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
四

永
徳
二
年
野
津
町
寺
田
の
角
柱
塔
⑪

が
建
て
ら
れ
て
い
る
勧
。
各
塔
身
に
は
四
面
に
梵
字
種
子
と
一

面
に
願
主
名
を
記
す
の
み
で
あ
る
が
、
三
重
塔
と
同
時
期
に
造

立
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
奈
良
高

野
山
奥
院
に
あ
る
結
城
秀
康
石
廟
の
様
に
、
こ
れ
を
囲
う
四
十

九
院
の
塔
婆
に
角
柱
塔
を
用
い
た
例
も
存
す
る
が
、
南
北
朝
時

代
に
こ
の
よ
う
な
遺
例
を
み
る
こ
と
は
珍
ら
し
い
と
云
う
べ
き

で
あ
る
。

 
以
上
遺
例
に
し
た
が
っ
て
、
角
柱
塔
が
鎌
倉
時
代
に
供
養
塔

の
一
塔
形
と
し
て
成
立
し
な
が
ら
も
南
北
朝
時
代
に
は
一
部
町

石
・
境
界
石
と
し
て
利
用
さ
れ
、
こ
れ
の
造
立
意
義
が
次
第
に
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多
様
化
し
て
い
る
こ
と
を
み
た
が
、
こ
れ
は
角
柱
塔
が
角
柱
状

の
塔
身
と
方
錐
形
の
頭
部
か
ら
な
る
立
体
形
塔
婆
と
し
て
は
最

も
簡
略
な
形
態
を
し
て
い
る
こ
と
や
、
こ
の
卵
形
が
黒
石
・
境

界
石
と
し
て
相
応
の
利
便
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
然
し
て
室
町
時
代
後
期
に
至
る
と
こ
の
造

立
上
の
変
遷
は
更
に
進
展
し
、
墓
塔
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

 
大
分
県
大
辻
山
頂
に
は
石
塁
や
板
碑
な
ど
室
町
時
代
後
期
の

石
造
遺
品
が
一
九
基
も
存
す
る
が
、
こ
の
中
に
角
柱
塔
が
⑳
⑳

ロ⑳
の
調
理
あ
る
。
方
錐
形
の
頂
部
下
に
横
二
条
の
切
り
込
み
を

有
す
る
の
は
⑳
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
塔
身
の
正
面
に
は
梵
字

タ
ラ
ー
ク
の
下
に
次
の
刻
銘
が
あ
る
（
図
六
）
。

 
 
南
方
無
垢
世
界
巌
磯
鰭
雛

 
 
為
鶴
峯
妙
松
大
姉
 
寿
位

 
 
生
妙
法
蓮
・
基
蠣
購
嬢
懸

 
 
 
文
禄
五
年
輔
八
月
十
八
日
修
善
正
天
文
髪
座
正
周
立
之

 
勿
論
こ
れ
は
墓
標
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
在
地
の
僧
文
飾
座

元
正
周
が
こ
の
塔
婆
の
本
尊
を
供
養
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
故
人

（
被
葬
者
）
に
功
徳
を
得
さ
せ
る
た
あ
に
建
て
た
供
養
塔
に
は

違
い
な
い
が
、
薄
身
の
正
面
に
導
入
の
法
名
を
刻
む
こ
と
は
そ

の
追
善
供
養
を
目
的
と
し
て
お
り
、
供
養
塔
と
墳
墓
と
の
接
近

を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
鎌
倉
時
代
の
供
養
塔
で
は
角
柱
塔

造
立
の
功
徳
は
起
塔
者
自
身
に
あ
り
、
造
塔
の
功
徳
か
ら
す
る

と
第
二
義
的
な
意
味
し
か
も
た
な
か
っ
た
被
葬
者
が
、
こ
の
角

柱
塔
で
は
塔
身
正
面
に
刻
現
さ
れ
、
造
立
の
目
的
を
明
確
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
角
柱
塔
が
供
養
塔
か
ら
墓
塔
へ
と
次
第
に

造
立
の
意
義
を
変
化
さ
せ
、
や
が
で
主
尊
種
子
や
造
立
者
を
欠

い
て
被
葬
者
の
法
名
の
み
を
刻
し
た
方
柱
形
墓
標
を
出
現
せ
し

め
る
に
至
る
こ
と
は
、
前
節
の
形
態
上
の
変
遷
か
ら
も
窺
知
さ

れ
る
が
、
角
柱
塔
の
場
合
は
同
じ
立
体
性
を
も
つ
塔
立
つ
ま
り

五
輪
塔
な
ど
に
比
べ
る
と
こ
の
変
化
は
遅
い
よ
う
で
あ
る
㈱
。

 
注

⑳
 
石
田
茂
作
、
前
掲
書
一
四
九
～
一
五
〇
頁
。

⑳
 
前
掲
注
㈲
の
拙
稿
。

㈱
石
田
茂
作
、
前
掲
書
二
七
二
頁
。

⑳
 
茨
城
県
土
浦
市
宍
塚
の
般
若
寺
に
は
、
不
整
長
方
形
の
板
状
自

 
然
石
の
表
面
に
「
大
土
外
相
」
、
裏
面
に
「
建
長
五
年
礫
七
月
二

 
十
九
日
中
と
刻
ん
だ
結
界
石
の
古
例
が
存
す
る
。
蓋
し
角
柱
塔
形

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
五
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の
も
の
は
奈
良
県
室
生
寺
の
遺
品
が
初
見
で
あ
ろ
う
。

㈲
 
石
田
茂
作
、
前
掲
書
一
五
〇
頁
。
尚
、
鶴
林
寺
に
は
角
柱
塔
形

 
の
も
の
が
一
一
基
存
す
る
が
、
こ
の
う
ち
旧
基
は
無
銘
、
二
基
は

 
刻
銘
磨
滅
で
あ
る
た
め
本
稿
で
は
五
濁
を
紹
介
し
た
。

⑳
 
石
田
博
士
は
、
奈
良
高
野
山
の
長
足
五
輪
卒
都
婆
を
例
示
さ
れ
、

 
胎
蔵
界
が
五
輪
形
を
平
石
に
使
用
し
た
の
に
対
抗
し
造
立
さ
れ
た

 
の
が
鶴
林
寺
の
金
剛
界
三
石
で
あ
る
と
、
こ
の
造
立
の
意
義
に
触

 
れ
ら
れ
て
い
る
。
 
（
石
田
茂
作
、
前
掲
書
一
五
〇
頁
）

鋤
 
望
月
要
塞
、
前
掲
書
一
二
五
頁
。

⑳
 
墓
上
に
塔
婆
を
造
立
す
る
こ
と
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

 
が
、
墓
塔
が
出
現
す
る
の
は
＝
二
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、

 
そ
れ
に
は
五
輪
塔
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
《
藤
原
良
志
「
汲

 
年
時
銘
塔
婆
の
発
生
（
下
）
」
 
（
『
三
一
と
美
術
』
三
五
〇
号
》
。

 
古
遺
品
と
し
て
は
寛
喜
四
年
（
］
二
三
二
）
銘
の
宮
崎
市
生
日
二

 
丁
田
の
五
輪
塔
が
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

 
以
上
、
角
柱
塔
の
形
式
及
び
内
容
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
を

ま
と
あ
る
と
、
こ
の
石
造
塔
婆
の
特
徴
は
次
の
様
に
な
る
。

 
e
角
柱
状
の
塔
身
に
頭
頂
部
は
方
錐
形
に
し
つ
ら
え
る
こ

 
 
と
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
六

 
口
尖
頭
部
頂
点
は
笹
身
の
中
心
に
位
置
す
る
こ
と
。

 
日
頭
部
四
面
に
は
原
則
と
し
て
横
二
条
の
切
り
込
み
と
そ
の

 
 
下
方
に
額
を
設
け
る
こ
と
。

 
四
一
石
彫
成
で
あ
る
こ
と
。

 
㈲
一
身
四
面
ま
た
は
一
面
の
上
部
に
金
剛
界
四
仏
な
ど
の
梵

 
 
字
種
子
を
刻
現
す
る
こ
と
。

 
因
梵
字
種
子
の
下
方
に
は
一
般
の
塔
婆
と
同
様
に
、
偶
文
・
造

 
 
立
趣
旨
・
願
主
・
造
立
者
・
紀
年
銘
な
ど
を
刻
む
こ
と
。

 
㈹
供
養
塔
婆
で
あ
る
が
、
町
石
・
境
界
石
・
墓
園
と
し
て
も

 
 
造
立
さ
れ
る
こ
と
。

 
囚
建
立
安
置
さ
れ
る
場
所
は
寺
域
内
外
を
問
わ
な
い
こ
と
。

 
 
（
境
内
・
路
傍
・
山
上
・
墓
域
な
ど
）
。

 
㈹
台
上
に
の
せ
て
建
立
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
直
接

 
 
地
中
に
埋
け
込
ん
で
あ
る
こ
と
。

 
勿
論
発
掘
さ
れ
た
個
4
の
遺
品
が
右
の
条
件
を
凡
て
具
備
し

て
い
る
と
云
う
の
で
は
な
い
。
額
や
横
二
条
線
を
欠
く
も
の
、

或
い
は
何
等
の
主
尊
表
示
を
も
有
し
な
い
遺
品
が
存
す
る
こ
と

も
既
に
述
べ
た
。
し
か
し
前
者
に
は
梵
字
種
子
が
ま
た
後
者
に

は
頭
部
に
横
二
条
の
切
り
込
み
が
あ
り
、
し
か
も
角
柱
状
塔
身
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と
頭
頂
部
方
錐
形
を
共
有
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
を
角
柱

塔
と
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

 
抑
、
石
造
塔
婆
の
形
式
分
類
ほ
、
そ
の
塔
婆
が
有
す
る
固
有

の
形
態
的
特
色
を
根
拠
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
角
柱
塔
の
場

合
で
云
え
ば
、
転
身
と
頭
頂
形
態
の
特
殊
性
が
他
塔
婆
と
こ
れ

を
区
別
す
る
要
因
な
の
で
あ
る
。
梵
字
種
子
等
の
内
容
表
現
の

彫
刻
は
、
造
立
の
意
義
を
知
る
上
に
不
可
欠
で
は
あ
る
が
、
形

式
分
類
の
観
点
か
ら
す
る
と
各
対
象
の
形
態
上
の
欠
落
を
補
足

す
る
副
次
的
手
段
で
し
か
な
い
。

 
本
稿
で
掲
げ
た
遺
品
が
先
学
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
角

柱
塔
・
角
塔
婆
・
方
柱
石
・
方
柱
碑
・
板
碑
な
ど
と
名
称
に
お

い
て
も
識
者
に
よ
り
区
々
で
あ
る
こ
と
は
、
石
造
塔
婆
を
分
類

す
る
際
の
概
念
規
定
に
混
乱
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

学
問
が
恒
に
先
学
の
業
績
を
批
判
し
進
展
す
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
本
稿
で
掲
げ
た
三
七
基
の
遺
例
以
外
に
角
柱
塔
の
遺
品
が

発
掘
さ
れ
、
今
後
更
に
小
稿
が
補
足
発
展
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
大
方
の
御
示
教
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
昭
和
五
六
年
七
月
稿
）

〔
付
〕
角
柱
塔
の
資
料

 
最
後
に
、
本
文
で
紹
介
し
た
角
柱
塔
三
七
基
の
遺
例
に
つ
い

て
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
際
の
各
記
録
を
資
料
と
し
て
付
し
、

今
後
の
研
究
に
供
し
た
い
。
各
遺
品
の
記
述
は
次
の
要
領
で
行

っ
た
。

 
ω
番
号
は
本
文
の
角
柱
塔
の
遺
例
に
付
し
た
も
の
と
同
じ
で

 
 
あ
る
。

 
②
梵
字
種
子
は
片
仮
名
で
記
し
、
銘
文
中
不
明
の
文
字
は
□

 
 
で
示
し
た
。

 
㈹
大
き
さ
は
最
初
に
総
高
（
地
上
高
）
を
、
次
に
横
幅
、
厚

 
 
さ
の
順
で
記
す
。
下
部
は
（
）
で
示
し
た
。
△
印
は
額

 
 
部
の
寸
法
で
、
縦
、
横
の
順
で
記
し
、
奥
行
（
厚
さ
）
は

 
 
へ
 
）
で
示
し
た
。
○
印
は
頭
頂
部
底
辺
よ
り
尖
頭
ま
で

 
 
の
高
さ
で
、
 
（
）
内
の
数
字
は
そ
の
底
辺
に
対
す
る
比

 
 
率
で
あ
る
。
単
位
は
糎
。

四
形
式
分
類
は
筆
者
が
行
っ
た
も
の
で
、
詳
し
く
は
本
文
参

 
 
照
の
こ
と
。

一408一一
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四
八

番
号

銘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文

大
 
 
 
き
 
 
 
さ

形
式
分
類

備
 
 
 
 
考

①

一
二
〇
一
二
四
（
一
一
＝
）
一
二
四
（
二
九
）
 
△
九
一
二
四
（
二
四
）
 
〇
七
（
一
部
欠
）
（
○
・
三
二
）

五

頂
部
一
部
削
落
額
線
刻
安
山
岩

②

キ
リ
ー
ク
・
カ
ー
ン
マ
ー
ン
 
 
元
亨
元
年
九
月
 
日

二
四
〇
・
五
-
不
明
-
不
明
 
 
○
不
明

皿

額
無
凝
灰
岩

③

カ
ー
ン
マ
ー
ン
バ
イ
ー
ク
・
ウ
ン
・
ア
ソ
二
二
キ
リ
ー
ク
・
サ
・
サ
ク
 
 
 
 
元
弘
三
年
芙
酉
八
月
廿
三
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
願
主
 
示
阿
ア
ン
・
マ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
導
師
源
秀
 
秦
太
子

一
六
五
-
二
四
（
一
一
二
）
1
二
二
（
二
七
）
 
△
一
ニ
ー
二
七
（
二
五
）
 
〇
一
八
（
○
・
六
七
）

1

額
突
出
安
山
岩
県
指
定

④
キ
ヤ
・
カ
・
ラ
・
バ
・
ア
 
 
 
 
 
 
ウ
ン
 
 
 
梵
字
十
三
仏
キ
ヤ
ー
・
カ
ー
・
ラ
i
・
バ
ー
・
ア
ー
 
 
タ
ラ
ー
ク
 
梵
字
光
明
真
言
ケ
ン
・
カ
ン
・
ラ
ン
・
バ
ン
・
ア
ー
ン
 
 
キ
リ
ー
ク
 
梵
字
三
帰
依
真
言
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
日
真
言
キ
ヤ
ク
・
カ
ク
・
ラ
ク
・
バ
ク
・
ア
ク
 
 
ア
ク
 
 
 
梵
字
肘
壷
小
早

一
九
一
一
不
明
1
不
明

N
額
無
横
二
条
線
無
紀
年
馬
弓
花
歯
岩

⑤

十
界
外
相

 
不
明
○
不
明

皿

額
無
梵
字
種
子
無
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@407 一一



10周年記念論文集（第16号）徳山大学叢書

番
号

銘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文

大
 
 
 
き
 
 
 
さ

形
式
分
類

備
 
 
 
 
考

⑥

バ
イ
 
 
 
 
 
無
二
堅
固
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
二
者
為
和
ロ
タ
ラ
ー
ク
 
 
 
 
観
一
切
法
 
 
一
結
蠣
応
二
天
キ
リ
ー
ク
 
 
 
皆
無
所
有
 
 
 
軍
晶
バ
ク
 
 
 
 
 
猶
如
虚
空

一
五
四
-
一
九
（
二
四
）
1
一
七
（
二
六
）
 
△
不
明
1
二
二
（
一
九
）
 
○
不
明
（
欠
損
）

1

頂
部
欠
損
額
突
出
安
山
岩
町
指
定

⑦

一
二
ニ
ー
一
八
・
二
一
一
八
・
五
 
〇
不
明

皿
額
無
梵
字
種
子
無
花
闘
岩
県
指
定

⑧

 
右
覚
位
覚
阿
為
逆
修
貞
治
五
年
靹
＋
一
月
帥
 
 
 
 
□
以
上
九
十
人

二
二
〇
1
三
五
-
三
四
 
 
〇
一
二
（
○
・
三
四
）

W
額
無
横
二
条
線
無
梵
字
種
子
無
安
山
岩
町
指
定

⑨

六
丁
 
 
 
 
 
応
安
元
年
六
月
廿
四
日

一
〇
一
-
一
七
一
一
七
・
六
 
〇
不
明

皿

額
無
花
闘
岩
県
指
定

⑩

一
丁
 
 
 
 
 
応
安
元
年
十
一
月
廿
一
日

一
一
六
i
一
八
一
一
六
・
五
 
〇
不
明

皿

額
無
花
歯
岩
県
指
定

⑪

ウ
ン
 
 
 
 
 
我
法
熊
雄
タ
ラ
ー
ク
 
 
 
 
 
十
町
キ
リ
ー
ク
 
 
 
老
病
死
バ
ク
 
 
 
 
 
 
 
永
徳
二
 
妊
肥
一
朗

一
三
三
-
二
五
（
二
七
）
一
二
五
（
二
八
）
 
△
一
三
-
二
五
（
二
五
）
 
〇
一
三
（
○
・
五
二
）

豆

額
線
刻
安
山
岩

四
九
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番
号

銘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文

大
 
 
 
き
 
 
 
さ

形
式
分
類

備
 
 
 
 
考

⑫

バ
イ
ユ
キ
リ
ー
ク
カ
 
 
 
叶
二
永
徳
二
年

九
六
一
二
六
（
二
八
）
1
二
四
（
二
六
）
 
△
一
〇
1
二
六
（
二
四
）
 
〇
一
五
（
○
・
五
八
）

皿
額
線
刻
梵
字
種
子
は
円
相
し
て
額
部
に
配
す
安
山
岩

⑬

一
五
八
-
二
五
（
二
七
）
1
二
四
（
二
七
）
 
△
一
四
一
二
五
（
二
四
）
 
○
一
七
（
○
・
六
八
）

皿

額
線
刻
安
山
岩

⑭

ア
 
 
 
 
 
 
ロ
九
郎
二
郎
ア
ー
 
 
 
 
 
永
徳
三
年
鰹
八
月
三
七
日
ア
ン
 
 
 
 
 
字
吾
久
利
 
 
 
 
 
 
 
玄
妙
ア
ク
 
 
 
 
 
 
公
永
氏

一
〇
七
-
二
三
（
二
四
）
-
二
三
（
二
四
）
 
△
＝
1
二
四
 
〇
二
四
（
丁
○
○
）

1

額
突
出
根
部
に
丸
柄
が
あ
る
安
山
岩

⑮

康
応
二
年

不
明
○
不
明

皿

額
無

⑯

八
0
1
一
七
一
一
七
 
〇
不
明

皿

額
無
花
闘
岩
県
指
定
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番
号

銘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文

大
 
 
 
き
 
 
 
さ

形
式
分
類

備
 
 
 
 
考

⑰

九
〇
一
一
五
1
一
五
 
〇
不
明

皿

額
無

⑱

ア
ク
コ
ク
キ
リ
ー
ク
 
 
 
 
一
 
阿
カ
ー
ン

九
〇
一
一
五
1
一
五
 
〇
不
明

皿

同

⑲

九
〇
1
一
五
-
一
五
 
〇
不
明

皿

同

⑳

九
〇
1
一
五
1
一
五
 
〇
不
明

皿

同

⑳

ウ
ン
タ
ラ
ー
ク
キ
リ
ー
ク
ア
ク

一
二
八
-
二
四
（
三
四
）
1
二
〇
（
二
六
）
 
△
一
四
・
五
-
二
九
（
二
四
・
五
）
 
○
＝
（
○
・
三
八
）

1

額
突
出
紀
年
銘
無
安
山
岩
県
指
定
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五
二

番
号⑫⑳⑳⑳⑳⑱

銘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文

大
 
 
 
き
 
 
 
さ

形
式
「
「
分
類

備
 
 
 
 
考

不
明

不
明

不
明

額
無
横
二
条
線
無

不
明

不
明
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